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研究者が収集した文献コレクシヨンをデー

タベース化し、分野の動向分析や技術評価に

利用すれば、研究開発の生産性は向上する。

ここでは、高性能 。低価格なパソコンを使用

して、研究者が容易に操作できる文献管理用

ソフ トを開発することを目的とする。

引用文献データベースは、書誌項目と文献

の末尾にある引用文献とから構成する。引用

文献のデータベース化によつて、 Citations

(=Clting Papers)よ りも広義の Referations

(=Ci ta tions+Oocument+References)が 作成で

きる。ここでは、データの作成方法と引用検

索(Referation Search)に ついて説明する。
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データの作成や利用を研究者自身が行なえ

るように、 (i)入力項目の少ない、(11)操 作

性の高い、設計を試みた。以下、システムの

概要を述べる。
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(1)パ ソコン本体 :PC-9801シ リーズ

(2)デ ィスプレイ :カ ラー高解像度CRT

(3)デ ィスク   :lMB用
(4)増 設RAM :256K B増 設。
2.と二z_2_Lじ生ェ豆生の_構二成

プログラミング言語は N88-3ASIC(86)を 用

いた。ソー トやマージはマシン語(8086)を 使

用する。フ
・ログラム容量は約 180Kバ ィトで

ある。画面構成やカラー表示に工夫した。ま

た、マニュアルも出力可能である。

初期画面のジヨプ選択により、各処理ルー

チンを実行する。主なルーチンは、

(1)メ イン :初期画面  1(5)各種 リス ト
(2)文 献ファイルの作成 |(6)引 用索引。

(3)引 用ファイルの作成 |

(4)索 引ファイルの作成 |
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文献は 1レ コー ド 256バ イ トのランダムフ

ァイルとして保存する。 1レ_コ ー ドのフォー

マットの内容を次に示す。

(1)種 別  : 1桁
(2)文 献番号 : 4桁

(3‐ 5)著者 :各 20桁

(6)標 題  : 128桁
なお、作成時に著者 。標題・ 出典の索引を画

面に表示して入力作業を支援する。

四 _引睦 _ヱ」1上の生成
引用文献の入力は次のような方法で処理し

た (第 1図 )。

(1)引 用文献は文献ファイルに登録した文献

のみを対象とする、

(2)引 用ファイルは文献番号で構成する、

(3)著 者索引を表示 して入力を支援する。
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第 1図  引用フアイルの作成画面
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検索や分析を高速化するために、あらかじ

め、39種類の索引ファイルと 5種類の分布フ

ァイルを作成する。
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iSi社 の SCl,SSCIは 、アプス トラク トや

ディスクリブタの代わりに引用文献を入力す

る。その転置ファイルの CitationS を利用

した研究が多数行なわれている。ここでは、

Citationよ りも広義な概念を導入し、それを

利用した新しい文献の検索を試みる。
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(7)出 典  :35桁
(8)発行年 : 4桁

(9)そ の他 :24桁。
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3。 l Referatio1ls

SCl,SSCiを 用いた分析は、 (1)文 献末尾の

引用文献を全部入力する、 (2)第 1著者、出

典省略形、巻・ 号・頁 。発行年を入力する、

(3)Citationsの みを使用する。 イ′忙って、
(1)か ら分野間の関係が把握できるという長

所をもつが、 (2)か ら引用カウン トによる評

価は第 2著 者以降を含 まず不正確になる、標

題キーワー ド分析は標題を含 まず不可能であ

る、そ して (3)か ら比較的に旧い文献 しか分

析できない、という短所をもっている。

ここで行なう分析の特徴は、

(1)収集 した文献群に関係する引用文献のみ
を使 った分野内分析を行ない、分野間分析は

行なはない、

(2)文献番号を入力す るだけであるが、すべ

ての書誌項目を入力 したことになるため、標

題キーワー ド分析などが可能になる、

(3)入力 した References(=Cited Papers)か
ら転置 した Citations(=Citing Papers)を 作

成 し、その両者か らRefe rations(=Citations

+Oocument+References)を 作成する。これを

用 いた分析は、ある分野内の新 しい文献と旧

い文献を同 じレベルで扱 うことができる。

3.2_Refe ra■ L91L_に_よる文 献の_関連性

1963年 に、 ‖.‖ .Kesslerは  References問
のカウン トをもとに書誌結合を、 1973年 に、

H.Smallは Citations間 のカウン トをもとに

共引用を提案 した。ここでは、Referations

間のカウン トをもとにした関連性の測度を提

案する。第 2図 は香誌結合や共引用 を含むと

共に、 Referenceと Citatlonと のカウン ト

を合む例を示す。
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ここで用いる関連性の測度を定義すると、

(1)関連度数=z
(2)関連性 1=z/(x+y― z)
(3)関連性 2=SQR(z^3/x/y)。
ここで、文献 aの Referations Aの 文献数を
x、 文献 bの Referations Bの 文献数を y、

そしてAと Bに共通な文献数を z(=AU B
)と する。関連性 2は 関連度数と関連性 1と
の中間的な新しい測度である。
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著者、出典、キーワー ドによる文献の検索

は、ランクや索引の支援により実行できる。

さらに、任意の文献に関する Referationを

もとに次の 4種類の文献群が検索できる。
(1)Refe rationsか らなる文献群、

(2)関 連度数の高い文献群、

(3)関 連性 1の高い文献群、

(4)関 連性 2の 高い文献群。
また、検索結果の操作(ANO,OR,NOT)と 出力は

任意に行なうことができる。

第 3図 は、Referation Searchの 出力画面
の 1例 を示す。文献番号 860を 入力すると、

数秒以内に検素・表示される。
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第 3図  Referation Searchの 例
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4.お  わ  り に

引用ファイルから得られる Referationを

利用 した引用検索の可能性を明らかにした。

今後、 Citationの 代わりに Referationを

用いた分析が有用となろう。
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第 2図  文献 860と 137の 関連度数
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